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堀兼中生の人間性を高める 1月の行動目標  

「急いでいても廊下を走らないで移動できる」(落ち着いた行動) 

 

「一年の計は元旦にあり」、一年の計画や目標は、年の初めである元日に立てるべきだ、物事は最初が肝心で、しっ

かりとした計画を立ててから着実に行うことが大切だ、一年間の目標や行動指針を明確にすることが成功の鍵、と言

う意味が知られています。お子さまは、明るい「一年の計」を立てたでしょうか。 

年末年始のニュース特番を視聴していると、「国力」という言葉について改めて考えさせられました。広辞苑第七版

でこの語彙をひくと【国家の勢力、特に国の経済力】と記されていました。現代社会では、一般的(AI 調べ)には「経済

力、科学技術力、文化力、資源、政治力、防衛力(軍事力)」などがその意味するところですが、広辞苑には【資源、防衛

力(軍事力)など】は記されていないことを知りました。 

「国家百年の計は教育にあり」という言葉があります。中国の古典『管子』に由来し、日本では松下幸之助氏がこの

古典から引用し、唱えた言葉だと伝わっています。国の将来（百年の計）を考える上で、最も重要で根本的なのは教育

であるという意味で、長期的な視点に立った国家戦略としての教育の重要性を説く言葉です。目先の成果にとらわれ

ず、未来の社会を担う人材育成に力を注ぐべきだという考え方を示しています。（AI調べ） 

この言葉から、【国力】を構成する重要な要素の一つとして「教育」は必要不可欠なものだと考え、教職に携わる人間

として、改めて職責の重さを自覚します。同時に、多様化する社会の中、未来を担う人材育成という視点では、家庭や

地域の皆さんと手を取り合って教育や子育てを進めていくことが、長い目で見て【国力】を増強することにつながるの

だと思いました。 

 

 

今年、生徒に頑張って欲しいことを示す漢字1字を始

業式に伝えました。【品】です。 
品性、品格、品位などの熟語が連想されます。品とは

「人に備わる好ましい様子。風格、人がら」、転じて品位

には「自然に人に備わっている人格的価値」という意味

があります。品とは人の内面の質や価値であり、それが

内面から外にあふれでて、立ち居振る舞いや言葉など

の形に表出するものなのでしょう。もちろん成長途上の

中学生には形から導くことも時には必要です。 

【品】は人が一生をかけて磨くものです(私などは未

熟者です)。 

今年は堀兼中の生徒に意識して【品】を磨いて欲しい

と伝えました。実践する知性と豊かな感性、そして洗練

された品を持ち合わせた大人に近づけるように努力し

て欲しいと願っています。 

日 主な行事 

８(木) 第３学期始業式  

９(金) 給食開始、避難訓練 

10(土) 狭山市出初め式＊吹奏楽部演奏 

12(月) 🎌成人の日 

13(火) 生徒朝会 

20(火)~22(木) 職場体験学習(1年生) 

22(木) 私立高校入試中心日  

＊3年3時間で給食なし 

26(月) 教職員研修のため2-3,1-3以外は 

５時間授業で下校 

27(火) 学年朝会 

27(火)~2/3(火) 二者相談、進路相談(3年希望) 

30(金)~2/2(月) 特別支援学級作品展*入曽地域交流センター 

１月の主な行事予定 
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